
ＣＥＣキャリア教育課 

２０１５春／ＴＡＰ講座「リクエスト科目」 
 

 

 

 

 

救急法のスキルを身につけたい方、いざという時、人の役に立ちたい方、 

リスクマネジメントの一環であるスキルを学びましょう。 

参加して頂きたい人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加するとこんなことが学べます！  

 

 

 

 
 

 
 ＭＦＡは救急医療の先進国アメリカで 35 年以上（1976 年創設）も前に誕生した一般市民レベルの救急法の手当の訓練プログラムです。 

  実践的に学ぶため、定員が限られています。１回につき６名まで。詳しくはお問い合わせください。 

 

 

座学中心の知識学習ではなく、体験学習をベースに実践していきます。 
お互いに学びあい、参加者どうしてファシリテート（支援しながら）学びます。 

適切なフィードバックをしながら気づきを深めます。特殊的な学習スタイルで、映像を見て

（観察力を高め）、実際に行動して（経験値）、振り返りながら（フィードバック）学習を進めま

す。観る、聞く、実行する、話す、感じる、を循環しながら進めます。 

わかるレベルからできるレベルへトレーニングをしていきます。最後まで受講されますと、２

年間のライセンスが取得できます。 

● 応急法のスキルを身につけたい人。 

● いざという時、 

人の役に立ちたい人。 

● 新たなスキルを学び、 

“自分”の幅を広げていきたい人。 

●一般市民のための応急手当のスキル が学べます。 

●精度の高いＣＰＲ(心肺蘇生法)とＡＥＤ(自動体外式除細動器)の操作方法が取得できます。 

●救急法の考え方や行動の仕方、役割 を学べます。 

日時 ： ９／１５(火) 

時間 ： ２～５限   
講 師 ： 吉岡秀晃 （リーダーシップトレーナー) 詳細はＴＡＰ講座案内をご覧ください。 

受講費 ： ８，０００円 (費用には、機材レンタル代、受講者テキスト代、ライセンス代が含まれます。) 

   ＞＞申込は、 ２号館２階 CEC キャリア教育課「TAP 講座」 


